
(57)【要約】

【課題】杭の建て込み時に発生する泥水を建設現場にお

いて効率よく処理できるようにして処理コストの低減を

図ることである。

【解決手段】自走式車両１の車体２上に油圧モータ４に

よって回転駆動される回転ドラム３を設け、その回転ド

ラム３の内側に組込まれたスクリーン１３の外側および

内側に螺旋羽根１６、１７を設ける。回転ドラム３の開

口１０に供給用ホッパ１１を設ける。廃棄泥水貯溜槽内

に貯溜された泥水および車体２に搭載された調整剤タン

ク１８内のｐＨ調整剤を供給用ホッパ１１からスクリー

ン１３内に供給し、螺旋羽根１６、１７の混合、撹拌に

より泥水のｐＨを５～７程度とすると共に、スクリーン

１３によって泥水を水分および微粒固形分と粗粒固形分

とに分離し、回転ドラム３内に設けられたポンプ２２に

より水分および微粒固形分を濁水タンク１９内に送り、

その濁水タンク１９内に凝集剤を供給して固液分離し、

濁水タンク１９の底板状に堆積する泥状物上の分離水を

排水し、かつ泥状物をそのまま廃棄処理する。

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 自 走 式 車 両 の 車 体 上 に 、 後 端 が 開 口 す る 回 転 ド ラ ム と 、 そ の 回 転 ド ラ ム の 駆 動 用 モ ー タ
と 、 ｐ Ｈ 調 整 剤 が 貯 溜 さ れ た 調 整 剤 タ ン ク と 、 濁 水 タ ン ク と を 搭 載 し 、 前 記 回 転 ド ラ ム の
後 端 開 口 に 泥 水 の 供 給 用 ホ ッ パ と 、 粗 粒 固 形 分 の 排 出 用 シ ュ ー ト と を 接 続 し 、 前 記 調 整 剤
タ ン ク 内 の ｐ Ｈ 調 整 剤 を 前 記 ホ ッ パ 内 に 供 給 す る ポ ン プ を 設 け 、 前 記 回 転 ド ラ ム 内 に は 、
そ の 回 転 ド ラ ム と 一 体 に 回 転 し て ホ ッ パ か ら 回 転 ド ラ ム 内 に 供 給 さ れ る 泥 水 を 水 分 お よ び
微 粒 固 形 分 と 粗 粒 固 形 分 と に 分 離 す る 筒 状 の ス ク リ ー ン を 組 込 み 、 そ の ス ク リ ー ン の 内 周
お よ び 外 周 に 沿 っ て 螺 旋 羽 根 を 取 付 け 、 外 側 螺 旋 羽 根 間 に は 前 記 ス ク リ ー ン を 通 過 し て 回
転 ド ラ ム の 底 部 に 溜 る 水 分 お よ び 微 粒 固 形 分 を 前 記 濁 水 タ ン ク 内 に 供 給 す る ポ ン プ を 組 込
み 、 前 記 濁 水 タ ン ク 内 に 高 分 子 凝 集 剤 を 供 給 す る 凝 集 剤 供 給 手 段 と 、 濁 水 タ ン ク 内 に お い
て 固 液 分 離 さ れ た 分 離 水 の 排 水 手 段 お よ び 泥 状 物 の 排 出 手 段 を 設 け た 泥 水 処 理 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 、 主 と し て 基 礎 杭 の 建 て 込 み 時 に 発 生 す る 泥 水 の 処 理 装 置 に 関 す る も の で あ
る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 ア ー ス ド リ ル あ る い は ボ ー リ ン グ マ シ ン に よ っ て 地 面 に 縦 孔 を 掘 削 し 、 そ の 縦 孔 内 に 基
礎 杭 を 建 て 込 む こ と は 一 般 的 に 行 な わ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 上 記 の よ う な 基 礎 杭 の 建 て 込 み に 際 し て は 地 面 を 掘 削 す る た め 、 多 量 の 泥 水 が 発 生 す る
。 こ の 泥 水 は 普 通 、 廃 棄 泥 水 貯 溜 槽 内 に 一 旦 貯 溜 さ れ 、 そ の 廃 棄 泥 水 貯 溜 槽 か ら 取 り 出 さ
れ て 、 ｐ Ｈ 調 整 処 理 お よ び 減 容 化 処 理 さ れ て 廃 棄 さ れ る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 と こ ろ で 、 廃 棄 泥 水 貯 溜 槽 内 の 泥 水 の 処 理 に 際 し 、 従 来 は 、 廃 棄 泥 水 貯 溜 槽 内 の 泥 水 を
バ キ ュ ー ム ポ ン プ 車 に よ っ て 産 業 廃 棄 物 処 理 業 者 の 処 理 場 ま で 搬 送 し 、 そ の 処 理 場 に お い
て ｐ Ｈ 調 整 処 理 お よ び 減 容 化 処 理 し て 廃 棄 処 理 す る よ う に し て い る た め 、 処 理 コ ス ト が 高
い と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
  こ の 発 明 の 課 題 は 、 基 礎 杭 の 建 て 込 み 時 に 発 生 す る 泥 水 を 建 設 現 場 で 効 率 よ く 無 害 化 処
理 で き る よ う に し て 処 理 コ ス ト の 大 幅 な 低 減 化 を 図 る こ と が で き る よ う に し た 泥 水 処 理 装
置 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
  上 記 の 課 題 を 解 決 す る た め に 、 こ の 発 明 に お い て は 、 自 走 式 車 両 の 車 体 上 に 、 後 端 が 開
口 す る 回 転 ド ラ ム と 、 そ の 回 転 ド ラ ム の 駆 動 用 モ ー タ と 、 ｐ Ｈ 調 整 剤 が 貯 溜 さ れ た 調 整 剤
タ ン ク と 、 濁 水 タ ン ク と を 搭 載 し 、 前 記 回 転 ド ラ ム の 後 端 開 口 に 泥 水 の 供 給 用 ホ ッ パ と 、
粗 粒 固 形 分 の 排 出 用 シ ュ ー ト と を 接 続 し 、 前 記 調 整 剤 タ ン ク 内 の ｐ Ｈ 調 整 剤 を 前 記 ホ ッ パ
内 に 供 給 す る ポ ン プ を 設 け 、 前 記 回 転 ド ラ ム 内 に は 、 そ の 回 転 ド ラ ム と 一 体 に 回 転 し て ホ
ッ パ か ら 回 転 ド ラ ム 内 に 供 給 さ れ る 泥 水 を 水 分 お よ び 微 粒 固 形 分 と 粗 粒 固 形 分 と に 分 離 す
る 筒 状 の ス ク リ ー ン を 組 込 み 、 そ の ス ク リ ー ン の 内 周 お よ び 外 周 に 沿 っ て 螺 旋 羽 根 を 取 付
け 、 外 側 螺 旋 羽 根 間 に は 前 記 ス ク リ ー ン を 通 過 し て 回 転 ド ラ ム の 底 部 に 溜 る 水 分 お よ び 微
粒 固 形 分 を 前 記 濁 水 タ ン ク 内 に 供 給 す る ポ ン プ を 組 込 み 、 前 記 濁 水 タ ン ク 内 に 高 分 子 凝 集
剤 を 供 給 す る 凝 集 剤 供 給 手 段 と 、 濁 水 タ ン ク 内 に お い て 固 液 分 離 さ れ た 分 離 水 の 排 水 手 段
お よ び 泥 状 物 の 排 出 手 段 を 設 け た 構 成 を 採 用 し た の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
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  上 記 の 構 成 か ら 成 る 泥 水 処 理 装 置 に お い て は 、 回 転 ド ラ ム を 一 方 向 に 回 転 さ せ た 状 態 に
お い て 、 廃 棄 泥 水 貯 溜 槽 内 の 泥 水 を 供 給 用 ホ ッ パ か ら ス ク リ ー ン 内 に 供 給 す る と 共 に 、 調
整 剤 タ ン ク か ら 泥 水 中 に ｐ Ｈ 調 整 剤 を 供 給 し て 螺 旋 羽 根 の 回 転 に よ る 混 合 お よ び 撹 拌 に よ
り 泥 水 の ｐ Ｈ を ５ ～ ７ 程 度 に 調 整 す る と 共 に 、 上 記 ス ク リ ー ン に よ っ て 泥 水 を 水 分 お よ び
微 粒 固 形 分 と 粗 粒 固 形 分 と に 分 離 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ス ク リ ー ン を 通 過 し て 回 転 ド ラ ム 内 の 底 部 に 溜 る 水 分 と 微 粒 固 形 分 を 濁 水 タ ン ク 内 に 供
給 す る と 共 に 、 凝 集 剤 供 給 手 段 に よ り 濁 水 タ ン ク 内 に 高 分 子 凝 集 剤 を 供 給 し て 、 固 液 分 離
し 、 濁 水 タ ン ク 内 の 底 部 に 沈 殿 、 堆 積 す る 泥 状 物 上 の 分 離 水 を 排 水 手 段 に よ り 排 水 し 、 泥
状 物 を 排 出 手 段 に よ り 濁 水 タ ン ク 内 か ら 取 り 出 し 、 現 場 で 集 積 さ せ て 仮 置 き し 、 乾 燥 さ せ
た の ち 、 一 般 残 土 と し て 処 分 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 一 方 、 ス ク リ ー ン 内 に 残 る 粗 粒 固 形 分 は 、 回 転 ド ラ ム の 逆 回 転 に よ り 、 そ の 回 転 ド ラ ム
と 共 に 回 転 す る ス ク リ ー ン 内 の 螺 旋 羽 根 に よ り 、 回 転 ド ラ ム の 後 端 の 開 口 か ら 排 出 シ ュ ー
ト 内 に 送 り 込 ん で 外 部 に 取 り 出 し 、 廃 棄 処 理 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 こ こ で 、 ｐ Ｈ 調 整 剤 と し て は 泥 水 の ｐ Ｈ を ５ ～ ７ 程 度 と す る も の で あ れ ば よ く 、 そ の よ
う な ｐ Ｈ 調 整 剤 と し て 希 硫 酸 を 挙 げ る こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 以 上 の よ う に 、 こ の 発 明 に 係 る 泥 水 処 理 装 置 に お い て は 、 自 走 式 車 両 上 に お い て 、 泥 水
の ｐ Ｈ 調 整 処 理 と 、 ｐ Ｈ 調 整 後 に 泥 状 物 と 分 離 水 の 分 離 処 理 と を 行 な う こ と が で き る た め
、 建 設 現 場 に お い て 泥 水 を 処 理 す る こ と が で き る と 共 に 、 処 理 後 の 泥 状 物 を 一 般 残 土 と し
て 処 分 す る こ と が で き る 。 こ の た め 、 バ キ ュ ー ム ポ ン プ 車 を 用 い て 泥 水 を 産 業 廃 棄 物 処 理
場 ま で 運 び 込 む 必 要 が な く な る と 共 に 、 処 理 業 者 へ の 委 託 業 務 を 不 要 と す る こ と が で き る
の で 、 泥 水 処 理 コ ス ト の 大 幅 な 削 減 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 ス ク リ ー ン 内 に 螺 旋 羽 根 を 設 け た こ と に よ っ て 、 回 転 ド ラ ム の 逆 回 転 に よ っ て ス
ク リ ー ン 内 に 残 る 粗 粒 固 形 分 を 排 出 用 シ ュ ー ト に 取 り 出 し て 廃 棄 処 理 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 以 下 、 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 を 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。 図 １ に 示 す よ う に 、 自 走 式 車
両 １ の 車 体 ２ 上 に は 、 傾 斜 状 に 配 置 さ れ た 回 転 ド ラ ム ３ と 、 そ の 回 転 ド ラ ム ３ の 回 転 駆 動
用 の 油 圧 モ ー タ ４ と が 搭 載 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 回 転 ド ラ ム ３ は 円 筒 部 ３ ａ の 前 後 端 に 円 錐 筒 部 ３ ｂ 、 ３ ｃ を 設 け た 構 成 と さ れ 、 後 側 円
錐 筒 部 ３ ｃ の 外 周 に は 軌 道 輪 ５ が 設 け ら れ 、 そ の 軌 道 輪 ５ が 前 記 車 体 ２ 上 の 支 持 台 ６ で 支
持 さ れ た 回 転 可 能 な 複 数 の ガ イ ド ロ ー ラ ７ に よ っ て 回 転 自 在 に 支 持 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 ２ に 示 す よ う に 、 前 側 円 錐 筒 部 ３ ｂ は 閉 塞 端 を 有 し 、 そ の 閉 塞 端 に 設 け ら れ た 軸 ８ が
軸 受 ９ に よ っ て 回 転 自 在 に 支 持 さ れ 、 そ の 軸 ９ に 前 記 油 圧 モ ー タ ４ が 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 一 方 、 後 側 円 錐 筒 部 ３ ｃ は 後 端 に 開 口 １ ０ を 有 し 、 そ の 開 口 １ ０ に 泥 水 の 供 給 用 ホ ッ パ
１ １ の 下 端 出 口 が 臨 ん で い る と 共 に 、 粗 粒 固 形 分 の 排 出 用 シ ュ ー ト １ ２ の 上 部 開 口 が 臨 ん
で い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 排 出 用 シ ュ ー ト １ ２ は 上 部 排 出 用 シ ュ ー ト １ ２ ａ と 下 部 排 出 用 シ ュ ー ト １ ２ ｂ と に 分 割
さ れ 、 上 部 排 出 用 シ ュ ー ト １ ２ ａ は 固 定 の 支 持 と さ れ 、 一 方 、 下 部 排 出 用 シ ュ ー ト １ ２ ｂ
は 上 部 排 出 用 シ ュ ー ト １ ２ ａ の 下 端 出 口 を 中 心 に 回 動 可 能 と さ れ て 下 端 の 出 口 の 位 置 を 水
平 面 上 で 変 更 し 得 る よ う に な っ て い る 。
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【 ０ ０ １ ８ 】
　 回 転 ド ラ ム ３ の 内 部 に は 筒 状 の ス ク リ ー ン １ ３ が 回 転 ド ラ ム ３ と 同 心 上 に 設 け ら れ て い
る 。 ス ク リ ー ン １ ３ は 、 図 ３ お よ び 図 ４ に 示 す よ う に 、 軸 方 向 に 延 び る 複 数 の バ ー １ ３ ａ
を 円 周 方 向 に 間 隔 を お い て 設 け 、 そ の バ ー １ ３ ａ の 外 側 に 断 面 形 状 が 略 ３ 角 形 の 線 材 １ ３
ｂ を 螺 旋 状 に 巻 付 け 、 そ の 線 材 １ ３ ｂ の 螺 旋 部 間 に 微 小 な 間 隙 １ ５ を 設 け た 構 成 と さ れ て
い る 。 実 施 の 形 態 で は 上 記 間 隙 １ ５ の 大 き さ を ０ ． ５ ～ １ ． ０ ｍ ｍ の 範 囲 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 上 記 ス ク リ ー ン １ ３ は 供 給 用 ホ ッ パ １ １ の 下 端 出 口 か ら 排 出 さ れ る 泥 水 を 受 け 、 そ の 泥
水 を 水 分 お よ び 微 粒 固 形 分 と 粗 粒 固 形 分 と に 分 離 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 な お 、 ス ク リ ー ン １ ３ は 上 記 の 構 造 の も の に 限 定 さ れ ず 、 泥 水 を 水 分 お よ び 微 粒 固 形 分
と 粗 粒 固 形 分 と に 分 離 す る こ と が で き る よ う に し た も の で あ れ ば よ い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ２ に 示 す よ う に 、 ス ク リ ー ン １ ３ は 、 そ の 外 周 に 沿 っ て 取 付 け た 螺 旋 羽 根 １ ６ に よ り
回 転 ド ラ ム ３ に 取 付 け ら れ て 回 転 ド ラ ム ３ と 一 体 に 回 転 す る よ う に な っ て い る 。 ま た 、 ス
ク リ ー ン １ ３ の 内 側 に は そ の 内 周 に 沿 っ て 螺 旋 羽 根 １ ７ が 取 付 け ら れ て い る 。 こ の 内 側 の
螺 旋 羽 根 １ ７ は ス ク リ ー ン １ ３ の 外 側 に 設 け ら れ た 前 記 螺 旋 羽 根 １ ６ と 同 方 向 の 螺 旋 と さ
れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 車 体 ２ 上 に は 、 調 整 剤 タ ン ク １ ８ と 、 濁 水 タ ン ク １ ９ が 搭 載 さ れ 、 調 整 剤 タ ン ク １ ８ 内
に は 泥 水 の ｐ Ｈ を ５ ～ ７ 程 度 に 調 整 す る ｐ Ｈ 調 整 剤 が 充 填 さ れ て い る 。 ｐ Ｈ 調 整 剤 と し て
、 こ こ で は 希 硫 酸 を 用 い る よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 調 整 剤 タ ン ク １ ８ 内 の ｐ Ｈ 調 整 剤 は 、 ポ ン プ ２ ０ の 駆 動 に よ っ て 供 給 管 ２ １ 内 に 送 り 込
ま れ 、 そ の 供 給 管 ２ １ の 排 出 端 ２ １ ａ か ら 供 給 用 ホ ッ パ １ １ 内 に 供 給 さ れ る よ う に な っ て
い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 回 転 ド ラ ム ３ 内 に は 、 前 側 円 錐 筒 部 ３ ｂ 内 に お い て ス ク リ ー ン １ ３ の 外 側 の 螺 旋 羽 根 １
６ 間 に ポ ン プ ２ ２ が 組 込 ま れ て い る 。 ポ ン プ ２ ２ の 吐 出 口 に 接 続 さ れ た 供 給 管 ２ ３ は ス ク
リ ー ン １ ３ を 貫 通 し て 内 側 の 螺 旋 羽 根 １ ７ の 内 側 お よ び 供 給 用 ホ ッ パ １ １ の 出 口 中 心 部 に
挿 通 さ れ 、 そ の 供 給 用 ホ ッ パ １ １ か ら 外 部 に 引 き 出 さ れ て 濁 水 タ ン ク １ ９ に 接 続 さ れ て い
る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 上 記 供 給 管 ２ ３ は ２ 分 割 さ れ 、 そ の 分 割 端 は 供 給 用 ホ ッ パ １ １ の 出 口 中 心 部 に 配 置 さ れ
た ロ ー タ リ ジ ョ イ ン ト ２ ４ を 介 し て 連 結 さ れ て 、 回 転 ド ラ ム ３ と 共 に ポ ン プ ２ ２ が 自 在 に
回 転 し 得 る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ５ に 示 す よ う に 濁 水 タ ン ク １ ９ に は 、 そ の 内 部 に 凝 集 剤 を 供 給 す る 凝 集 剤 供 給 手 段 ２
５ が 接 続 さ れ て い る 。 凝 集 剤 供 給 手 段 ２ ５ は 、 濁 水 タ ン ク １ ９ の 上 側 に 水 溶 性 の 高 分 子 凝
集 剤 が 充 填 さ れ た 凝 集 剤 タ ン ク ２ ６ を 設 け 、 そ の 凝 集 剤 タ ン ク ２ ６ 内 の 高 分 子 凝 集 剤 中 に
ポ ン プ ２ ７ を 設 け 、 こ の ポ ン プ ２ ７ の 吐 出 口 と 濁 水 タ ン ク １ ９ 内 と を パ イ プ ２ ８ で 連 通 し
、 上 記 ポ ン プ ２ ７ の 駆 動 に よ っ て 凝 集 剤 タ ン ク ２ ６ 内 の 高 分 子 凝 集 剤 を 濁 水 タ ン ク １ ９ 内
に 送 り 込 む よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 濁 水 タ ン ク １ ９ 内 に は 、 回 転 ド ラ ム ３ 内 に 組 込 ま れ た ポ ン プ ２ ２ の 駆 動 に よ っ て ス ク リ
ー ン １ ３ を 通 過 し た 水 分 と 微 粒 固 形 分 と が 供 給 さ れ 、 そ の 水 分 と 微 粒 固 形 分 は 凝 集 剤 供 給
手 段 ２ ５ か ら 送 ら れ る 高 分 子 凝 集 剤 に よ っ て 泥 状 の 固 形 分 （ 泥 状 物 ） と 清 澄 水 （ 分 離 水 ）
と に 分 離 さ れ 、 分 離 水 は 排 水 手 段 ３ ０ に よ っ て 排 水 さ れ 、 固 形 分 は 排 出 手 段 ３ １ に よ っ て
外 部 に 排 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
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　 排 水 手 段 ３ ０ は 濁 水 タ ン ク １ ９ 内 に ポ ン プ ３ ２ を 組 込 み 、 そ の ポ ン プ ３ ２ の 吐 出 口 に 排
水 管 ３ ３ を 接 続 し 、 上 記 ポ ン プ ３ ２ の 駆 動 に よ っ て 濁 水 タ ン ク １ ９ 内 の 分 離 水 を 排 水 管 ３
３ か ら 排 水 す る よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 排 出 手 段 ３ １ は 濁 水 タ ン ク １ ９ の 下 部 に 設 け ら れ た 排 出 口 ３ ４ に ポ ン プ ３ ５ の 吸 込 口 を
接 続 し 、 そ の ポ ン プ ３ ５ の 吐 出 口 に 排 出 管 ３ ６ を 接 続 し 、 上 記 ポ ン プ ３ ５ の 駆 動 に よ っ て
泥 状 物 を 排 出 管 ３ ６ か ら 排 出 す る よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 １ お よ び 図 ２ に お い て 、 ４ ０ は 図 示 省 略 し た 廃 棄 泥 水 貯 溜 槽 と 供 給 用 ホ ッ パ １ １ と を
連 通 さ せ る 泥 水 供 給 管 を 示 し 、 そ の 泥 水 供 給 管 ４ ０ に は 図 示 省 略 し た ポ ン プ が 接 続 さ れ 、
そ の ポ ン プ の 駆 動 に よ っ て 廃 棄 泥 水 貯 溜 槽 内 の 泥 水 が 供 給 用 ホ ッ パ １ １ 内 に 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ま た 、 図 １ に お い て 、 ４ ２ は 各 種 ポ ン プ の 駆 動 モ ー タ の 駆 動 源 で あ る ジ ェ ネ レ ー タ を 示
す 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 実 施 の 形 態 で 示 す 泥 水 処 理 装 置 は 上 記 の 構 造 か ら 成 り 、 廃 棄 泥 水 貯 溜 槽 内 に 貯 溜 さ れ た
泥 水 の 処 理 に 際 し て は 、 油 圧 モ ー タ ４ の 駆 動 に よ り 回 転 ド ラ ム ３ を 一 方 向 に 回 転 し 、 廃 棄
泥 水 貯 溜 槽 内 の 泥 水 を 泥 水 供 給 管 ４ ０ か ら 供 給 用 ホ ッ パ １ １ 内 に 送 り 込 む と 共 に 、 図 １ に
示 す ポ ン プ ２ ０ の 駆 動 に よ っ て 調 整 剤 タ ン ク １ ８ 内 の ｐ Ｈ 調 整 剤 を 供 給 管 ２ １ か ら 供 給 用
ホ ッ パ １ １ 内 に 供 給 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 供 給 用 ホ ッ パ １ １ 内 に 供 給 さ れ た 泥 水 と ｐ Ｈ 調 整 剤 は 、 そ の 供 給 用 ホ ッ パ １ １ の 下 端 出
口 か ら ス ク リ ー ン １ ３ 内 に 供 給 さ れ 、 ス ク リ ー ン １ ３ に よ っ て 水 分 お よ び 微 粒 固 形 分 と 粗
粒 固 形 分 と に 分 離 さ れ る と 共 に 、 ス ク リ ー ン １ ３ に よ り 捕 捉 さ れ た 粗 粒 固 形 分 は ス ク リ ー
ン １ ３ の 内 側 に 取 付 け た 螺 旋 羽 根 １ ７ の 回 転 に よ る 送 り 作 用 に よ っ て 回 転 ド ラ ム ３ の 閉 塞
端 に 向 け て 送 ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ま た 、 泥 水 と ｐ Ｈ 調 整 剤 は 、 ス ク リ ー ン １ ３ の 外 側 お よ び 内 側 に 設 け ら れ た 螺 旋 羽 根 １
６ 、 １ ７ の 回 転 に よ り 混 合 、 撹 拌 さ れ て ｐ Ｈ が ５ ～ ７ 程 度 に ｐ Ｈ 調 整 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ス ク リ ー ン １ ３ を 通 過 し た 水 分 お よ び 微 粒 固 形 分 は 回 転 ド ラ ム ３ の 底 部 に 溜 り 、 こ の 水
分 お よ び 微 粒 固 形 分 は 、 回 転 ド ラ ム ３ と 共 に 回 転 す る ポ ン プ ２ ２ が ド ラ ム 底 部 に 貯 溜 す る
水 分 お よ び 微 粒 固 形 分 中 を 旋 回 す る と き そ の ポ ン プ ２ ２ に よ り 吸 引 さ れ て 濁 水 タ ン ク １ ９
に 送 り 込 ま れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 な お 、 回 転 ド ラ ム ３ 内 に 所 定 量 の 泥 水 と ｐ Ｈ 調 整 剤 を 供 給 し て 回 転 ド ラ ム ３ を 所 定 時 間
回 転 さ せ 、 撹 拌 羽 根 １ ６ 、 １ ７ の 回 転 に よ る 混 合 、 撹 拌 に よ り 泥 水 を ｐ Ｈ 調 整 処 理 し た の
ち 、 ポ ン プ ２ ２ が 回 転 ド ラ ム ３ 内 の 底 部 に 配 置 さ れ る 位 置 で 回 転 ド ラ ム ３ を 停 止 さ せ 、 そ
の 停 止 状 態 で ポ ン プ ２ ２ を 駆 動 し て 、 ス ク リ ー ン １ ３ を 通 過 し た 水 分 と 微 粒 固 形 分 を 連 続
し て 濁 水 タ ン ク １ ９ 内 に 送 り 込 む よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 濁 水 タ ン ク １ ９ 内 に 水 分 お よ び 微 粒 固 形 分 が 供 給 さ れ る と 、 凝 集 剤 供 給 手 段 ２ ５ の 作 動
に よ っ て 凝 集 剤 タ ン ク ２ ６ 内 の 高 分 子 凝 集 剤 が 濁 水 タ ン ク １ ９ 内 に 送 り 込 ま れ 、 そ の 高 分
子 凝 集 剤 に よ っ て 水 分 お よ び 微 粒 固 形 分 は 固 液 分 離 さ れ 、 濁 水 タ ン ク １ ９ の 底 部 に 泥 状 物
が 堆 積 し 、 そ の 泥 状 物 上 に 分 離 水 が 貯 溜 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 こ の と き 、 泥 状 物 お よ び 分 離 水 は 回 転 ド ラ ム ３ 内 に お い て 予 め ｐ Ｈ 調 整 さ れ て い る た め
、 分 離 水 は 下 水 等 に 放 流 す る こ と が 可 能 で あ り 、 ま た 、 泥 状 物 は 一 般 残 土 と 同 様 の 取 扱 い
と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】

10

20

30

40

50

(5) JP 2005-95800 A 2005.4.14



　 そ こ で 、 濁 水 タ ン ク １ ９ 内 に 所 定 量 の 分 離 水 が 貯 溜 さ れ る と 、 排 水 手 段 ３ ０ の ポ ン プ ３
２ を 駆 動 し て 排 水 管 ３ ３ か ら 排 水 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 一 方 、 泥 状 物 は 排 出 手 段 ３ １ の ポ ン プ ３ ５ を 駆 動 し て 排 出 管 ３ ６ か ら 排 出 し 、 現 場 に 集
積 、 仮 置 き し て 乾 燥 さ せ て か ら 一 般 残 土 と し て 処 分 す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 こ の よ う に 、 実 施 形 態 で 示 す 泥 水 処 理 装 置 に お い て は 、 自 走 式 車 両 １ 上 に お い て 泥 水 の
ｐ Ｈ 調 整 処 理 と 、 そ の 調 整 後 に 固 液 分 離 処 理 を 行 な う こ と が で き る の で 、 建 設 現 場 に お い
て 基 礎 杭 の 建 て 込 み 時 に 発 生 す る 泥 水 の 処 理 を 行 な う こ と が で き る と 共 に 、 処 理 後 の 泥 状
物 と 分 離 水 の 廃 棄 処 理 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 こ の た め 、 バ キ ュ ー ム ポ ン プ 車 を 用 い て 泥 水 を 廃 棄 物 処 理 場 ま で 運 び 込 む 必 要 が な く な
る と 共 に 、 処 理 業 者 へ の 委 託 業 務 を 不 要 と す る こ と が で き る の で 、 処 理 コ ス ト を 大 幅 に 削
減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 ま た 、 ス ク リ ー ン １ ３ 内 に 残 る 粗 粒 固 形 分 も 回 転 ド ラ ム ３ を 逆 回 転 す る こ と に よ り 内 側
螺 旋 羽 根 １ ７ の 回 転 に よ る 送 り 作 用 に よ っ て 回 転 ド ラ ム ３ の 後 端 の 開 口 １ ０ か ら 排 出 用 シ
ュ ー ト １ ２ 内 に 取 り 出 し て 廃 棄 処 理 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 さ ら に 、 ス ク リ ー ン １ ３ の 外 側 お よ び 内 側 に 螺 旋 羽 根 １ ６ 、 １ ７ を 設 け た こ と に よ っ て
、 泥 水 と ｐ Ｈ 調 整 剤 と を 混 合 、 撹 拌 す る こ と が で き る た め 、 泥 水 を き わ め て 効 果 的 に ｐ Ｈ
調 整 処 理 を 行 な う こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ５ 】
【 図 １ 】 こ の 発 明 に 係 る 泥 水 処 理 装 置 の 実 施 形 態 を 示 す 正 面 図
【 図 ２ 】 図 １ の 回 転 ド ラ ム 部 を 示 す 断 面 図
【 図 ３ 】 ス ク リ ー ン の 一 部 分 を 示 す 断 面 図
【 図 ４ 】 図 ３ の IV－ IV線 に 沿 っ た 断 面 図
【 図 ５ 】 濁 水 タ ン ク 部 を 示 す 断 面 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ６ 】
１ 　 自 走 式 車 両
２ 　 車 体
３ 　 回 転 ド ラ ム
４ 　 モ ー タ
１ ０ 　 開 口
１ １ 　 供 給 用 ホ ッ パ
１ ２ 　 排 出 用 シ ュ ー ト
１ ３ 　 ス ク リ ー ン
１ ６ 、 １ ７ 　 螺 旋 羽 根
１ ８ 　 調 整 剤 タ ン ク
１ ９ 　 濁 水 タ ン ク
２ ０ 　 ポ ン プ
２ ２ 　 ポ ン プ
２ ５ 　 凝 集 剤 供 給 手 段
３ １ 　 排 出 手 段
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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